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「⽇本の医療ケアにおける代理意思決定者に関する提⾔」のためのワーキンググループ（B） 
 

活動開始：2024 年 11 ⽉ 
 

 

趣旨：⽇本の医療ケアにおける適切な代諾者とは誰か 
現在、⽇本では、独居、⽼⼈世帯、事実婚世帯、LGBTQ カップル、友⼈同⼠のシェアハウス世帯な

ど多様な家族形態があり、それらは今後ますます増えていくことが予想されます。 
その結果、医療機関における治療⽅針決定や⼿術等の代諾に際して、同意する代理判断者がいないケー
ス、本⼈と⼾籍上の苗字が異なる最も親しい⼈（例えば事実婚）が代諾をすることが出来ない等という
事態が⽣じています。また、フランスでは、離婚後の⺟親が（⼦が⽗親の苗字のために）⼦の医療に代
諾できない事態が起こり、改姓に関する法律が定められたという経緯があります。 
この度は、まず⽇本の医療機関における代諾の実態について調査し、その後、代諾者に関する臨床倫理
的提⾔をしていきたいと考えています。 
 
構成員（五⼗⾳順、2026 年 7 ⽉現在）： 

＊委員⻑；箕岡真⼦ 
＊副委員⻑；⽵下啓 

＜臨床倫理学会担当執⾏部＞ 
＊稲葉⼀⼈ 
＊川崎志保理 
＊新⽥國夫 

＜メンバー＞ 
＊⻘墳 信之（成⽥⾚⼗字病院） 
＊河原 直⼈（九州⼤学病院 ARO 次世代医療センター） 
＊清⽔ 幸裕（南砺市⺠病院） 
＊杉⾕ 篤（同愛会・博愛病院） 
＊鈴⽊ 聡（宮城県⾚⼗字⾎液センター） 
＊スミス 美保⼦（⽇本⾚⼗字社医療センター） 
＊寺⽥ 整司（慈圭病院） 
＊野⼝ 善令（豊⽥地域医療センター） 
＊平嶋 ⻯太郎（豊⽥地域医療センター） 
＊藤澤 ⼤介（慶応義塾⼤学医学部） 
＊藤島 ⼀郎（浜松市リハビリテーション病院） 
＊藤永 裕之（徳島県⽴三好病院） 
＊三上 容司（労働者健康安全機構 横浜労災病院） 
＊光本 保英（⼤阪府済⽣会吹⽥病院） 
＊宮﨑 真⼀郎（浜松医療センター） 
＊森⼭ 学（⾦沢医科⼤学氷⾒市⺠病院） 



2 
 

＊⼭⽥ 陽（医療法⼈渓仁会 札幌⻄円⼭病院） 
＊若⼭ 朋代（名古屋⼤学医学部附属病院） 
＊⼾沢 智也（獨協医科⼤学看護学部（成⼈看護学）） 
＊⽚⼭ 賀波⼦（公⽴学校共済組合近畿中央病院看護部） 
＊秋葉 峻介（⼭梨⼤学⼤学院総合研究研究部医学域・総合医科学センター（⽣命倫理学）） 
＊岩蕗 かをり（神⼾市⽴医療センター⻄市⺠病院） 
＊⾓⽥ ますみ（杏林⼤学保健学部） 
                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


